



A Study on the Factors that Stimulate a Second Time Trip to a Region
伊豆田　義人　　西川　友子　　中川　　恵　　渡邊　彩華













































　2018 年 6 月下旬～ 7 月末の間に実施した研究調査で用いたアンケート調査票は図１のと








ト社のエクセル 2016 および無償配布の統計処理ソフトＲ 3.5.1 [10] である。また、クラ
スター分析の際にはＲのライブラリー cluster を使用したが、因子分析にはＲのパッケージ






　図 2 はクラスター分析により得られたデンドログラムを示す。ここでは、kmeans やモデ
ルにもとづく分析をもとにクラスター数を検討し、下図のように 4 つのクラスターに回答





「やや影響する」と「とても影響する」を 1 ～ 5 として数値化したときの各質問項目の平均
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である。Q5 と Q16 を除き、すべての項目で平均が最も高かったのは G3 で、その後に G1、
G2 と G4 が続く。このグラフより次のことがわかる。まず G3 と G1 の合計人数が人数 83
名であるので、全体の 62.4％はこれらの評価項目の影響を受けるということになる。一方で、




る。次に、G3 の集計を見ると、図 4 にあるように評価 5 が三分の一以下になっているのは
「Q2. 逆に評価 5 が最も高かったのは、「Q4. 一日中過ごせる遊園地や大型複合レジャー施設」
と「Q17. 訪れた地域でなにか１つでも感動することがあれば」で、いずれも 78.1% を占め
ている。
図 4　グループ G3 の集計
　クラスター G1 の集計は図 5 のとおりである。評価「4」の割合が大きいことと、評価「5」
が三分の一以上を占める「Q4. 一日中過ごせる遊園地や大型複合レジャー施設」（44.0%）、
















図 5　グループ G1 の集計
図 6　グループ G2 の集計
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図 7　グループ G4 の集計









価の指標のもとで 4 個に決定した。実際に、累積因子寄与率は 52.0%、RMSR は 0.04、
Tucker Lewis の指標は 0.95、RMSEA は 0.055、そして因子の R2 はすべて 0.65 以上になっ
ている。
　次に、因子 1 は「Q6. 海・山などの自然（ビーチや、スキーなどができる雪山も含む）」、「Q7. 
広大な花畑や植物園」、「Q9. 温泉郷」の共通因子であるのに対し、因子 2 は「Q4. 一日中過
ごせる遊園地や大型複合レジャー施設」、「Q5. SNS などで人気な若者が集まる場所」、「Q16. 
目的を決めずに楽しめる大都市」となっている。また、因子 3 は「Q2. アートやオブジェな
ど芸術的なもの」、「Q8. 美しい景色」、「Q10. 博物館や美術館などの特別展」、「Q11. 水族館
や動物園」、「Q12. 古来の日本の面影や風格のある場所や建物」、「Q13. その土地ならではの
食べ物や店」、「Q14. 地域の清潔感」、「Q15. 農業・漁業・地域産業などの体験」、「Q17. 訪
れた地域でなにか１つでも感動することがあれば、再訪問につながるか」となっている。そ
して因子 4 は「Q1. 花火大会などのお祭り」、「Q3. 地域おこし的なイベント（地域特有のイ
ベントなど）」の共通なものを表している。これにより因子 1 は「自然満喫・アウトドア型」、
因子 2 は「遊ぶ・楽しむ型」、因子 3 は「見る・食べる・見物型」と因子 4 は「地域イベン
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